
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面基板および背面基板の両方を 基板
としたことを特徴とするガス放電型表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明はテレビの画像表示およびコンピュータディスプレイに用いるガス放電型表示パ
ネルに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　図６に従来のガス放電型表示パネルの一例を示す。図６において、ガス放電型表示パネ
ル２０は表示面２３が上に向いた状態で図示されており、透明の表面基板２１および透明
の背面基板２２が所定の隙間を隔てて対向するように設けられている。
【０００３】
　ガス放電型表示パネルには種々の構造のものがあり、その具体的な従来のガス放電型表
示パネルの一例として、ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの部分斜視図（一部、断面を
含む）を図７に示す。このパネル２０は図７に示すように、ガラス等の透明材料からなる
表面基板２１および背面基板２２が放電空間３を挟んで対向配置されている。
【０００４】
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　背面基板２２側の表面基板２１上には、対をなすストライプ状の走査電極６および維持
電極７からなる電極群がそれぞれ平行に配列形成されており、これら電極群を覆って誘電
体層４および保護膜層５が形成されている。一方、表面基板２１側の背面基板２上には、
走査電極６群および維持電極７群と直交するストライプ状のデータ電極８群と、このデー
タ電極８群をそれぞれ隔離し、且つ放電空間３を形成するようにストライプ状の隔壁９群
が平行に配列形成されている。また、データ電極８と隔壁９の側面とを覆うように蛍光体
１０が設けられている（一部分のみ図示）。さらに、放電空間３にはヘリウム、ネオン、
アルゴンのうち少なくとも一種類の希ガスとキセノンとの混合ガスが封入されている。
【０００５】
　このパネル２０は表面基板２１の表示面２３側から画像表示を見るようになっており、
放電空間３内における走査電極６と維持電極７との間の放電により発生する紫外線によっ
て蛍光体１０を励起し、この蛍光体１０からの可視光を表示発光に利用するものである。
【０００６】
　この表示発光の機構をより詳しく説明するために、図７のＡ－Ａ線断面を図８に示す。
図８に示すように、隣接する放電空間３内の蛍光体１０は、赤色蛍光体１０Ｒ、緑色蛍光
体１０Ｇおよび青色蛍光体１０Ｂが一組（一画素）となって、連続した並びに配列されて
いる。
【０００７】
　それぞれの放電空間３内で放電が起こると、放電１により発生する紫外線２がそれぞれ
の蛍光体１０を励起し、図中点線矢印で示すように、赤色蛍光体１０Ｒから赤色光Ｒが、
緑色蛍光体１０Ｇから緑色光Ｇが、青色蛍光体１０Ｂから青色光Ｂが表示発光される（図
８に示すそれぞれの光の経路は正確ではないが、概略的に説明する上で簡略化している。
以下に参照する各図においても同様である）。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、この従来例のＡＣ型プラズマディスプレイパネル２０においては、図７のＡ－
Ａ線断面として図９に示すように、例えば赤色蛍光体１０Ｒのみが発光している場合に、
赤色光は、赤色蛍光体１０Ｒからの直接の光Ｒ０、Ｒ１だけではなく、斜め出射のＲ１が
表面基板２１の内面２１ａで反射し、さらに隣の緑色蛍光体１０Ｇの表面で反射して出射
する赤色光Ｒ２と、さらにＲ２が表面基板２１の内面２１ａで反射し、隣の青色蛍光体１
０Ｂの表面で反射して出射する赤色光Ｒ３（以下同様、図示せず）というように、発光し
ていない緑色蛍光体１０Ｇ、青色蛍光体１０Ｂからの赤色のハレーション光が表面基板２
１側から出射される。また、これに加えて、赤色蛍光体１０Ｒの裏側から出た光が、背面
基板２２の内面２２ａで反射し、隣の緑色蛍光体１０Ｇを通過して出射する赤色光Ｒ４と
、さらに背面基板２２の内面２２ｂ，２２ａで反射して隣の青色蛍光体１０Ｂを通過して
出射する赤色光Ｒ５（以下同様、図示せず）というように、発光していない緑色蛍光体１
０Ｇ、青色蛍光体１０Ｂからの赤色のハレーション光が表面基板２１側から出射されると
いうことが起こり、発光していない蛍光体からも発光、すなわちハレーションが見られ、
コントラストが低下するという問題があった。
【０００９】
　さらに、図７のＡ－Ａ線断面として図１０に示すように、赤色蛍光体１０Ｒと緑色蛍光
体１０Ｇとが同時に発光している場合には、緑色蛍光体１０Ｇからの発光色は、緑色蛍光
体１０Ｇからの緑色光Ｇ０、Ｇ１と前述の赤色蛍光体１０Ｒからの赤色のハレーション光
Ｒ２、Ｒ４が混色し、ハレーション光により発光色の色純度が悪化するという問題があっ
た（同様に赤色光にも緑色光の混色が起こる、図示せず）。
【００１０】
　以上説明したハレーション光の具体的な評価方法は、図１１（ａ）に示すように、ＡＣ
型プラズマディスプレイパネル２０の左半面を白表示（点灯）し、右半面を黒表示（非点
灯）して、パネルの上下方向のほぼ中央において横方向に沿って輝度の測定を行うことに
より成される。この輝度の測定結果において、前述のハレーション光が全く無い状態では

10

20

30

40

50

(2) JP 3934771 B2 2007.6.20



図１１（ｂ）中点線で示すようにパネルの左半面（距離Ｌ＜０）では白表示１００％の輝
度が得られ、右半面（距離Ｌ＞０）では黒表示０％の輝度が得られる。これに対し、従来
のＡＣ型プラズマディスプレイパネル２０では、図１１（ｂ）中実線で示すように、パネ
ルの左半面（距離Ｌ＜０）では白表示１００％の輝度が得られるが、右半面（距離Ｌ＞０
）では白表示と黒表示の境目（距離Ｌ＝０）から徐々に輝度が低下し、前記境目からある
程度の距離Ｐにおいて黒表示０％の輝度が得られるようになる。このように従来のＡＣ型
プラズマディスプレイパネル２０においては、白表示１００％から黒表示０％に至るまで
の距離Ｐが大きいために、白表示と黒表示との境目がはっきりせず、ハレーション光によ
るコントラストの低下と色純度の悪化が問題であった。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明はこれら問題を解決するために、ガス放電型表示パネルにおいて、表面基板およ
び背面基板の両方を 基板としたものであ
る。以上の構成により、ガス放電型表示パネルのハレーション光を大幅に軽減することが
できる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
　本発明のガス放電型表示パネルの実施の形態であるＡＣ型プラズマディスプレイパネル
３０を図１に示す。図１において、ＡＣ型プラズマディスプレイパネル３０は表示面３３
が上に向いた状態で図示されており、暗色の表面基板３１および暗色の背面基板３２が放
電空間３を隔てて対向するように設けられている。ＡＣ型プラズマディスプレイパネル３
０は、表面基板３１および背面基板３２が暗色であること以外は前述のＡＣ型プラズマデ
ィスプレイパネル２０と同一の構成を有するため、以下に参照する図面では同一構成要素
に同一符号を付してそれらの詳細な説明を省略する。また、ＡＣ型プラズマディスプレイ
パネル３０の表示発光機構も図８を参照して前述したものと同様であるため、その説明を
省略する。
【００１３】
　このＡＣ型プラズマディスプレイパネル３０において、図９と同様の部分断面を示す図
２を参照して、赤色蛍光体１０Ｒのみが発光している場合について説明する。図２におい
て赤色蛍光体１０Ｒから出射した光Ｒ０、Ｒ１は、表示発光である赤色光として見える。
また、例えば斜め出射の光Ｒ１は赤色光として表面基板３１から出射すると共に、その一
部が表面基板３１の内面３１ａで反射し、隣の緑色蛍光体１０Ｇの表面に達する。しかし
、この経路において、緑色蛍光体１０Ｇに達した反射光は暗色の表面基板３１の暗色性の
ためにかなりの程度減衰している。さらに、この減衰した反射光が緑色蛍光体１０Ｇの表
面で反射して再び表面基板３１内に入射するが、そこで再び減衰して表面基板３１からほ
とんど出射されなくなる。また、この光がさらに隣の青色蛍光体１０Ｂに達することもほ
とんどない。一方、赤色蛍光体１０Ｒの裏側から出た光は、背面基板３２の内面３２ａで
反射し、隣の緑色蛍光体１０Ｇの裏面に達する。しかし、この経路において、緑色蛍光体
１０Ｇの裏面に達した光は暗色の背面基板３２の暗色性のためにかなりの程度減衰する。
さらに、この減衰した光は緑色蛍光体１０Ｇを通過して表面基板３１に入射するが、そこ
で再び減衰して表面基板３１からほとんど出射されなくなる。また、この光がさらに隣の
青色蛍光体１０Ｂに達することもほとんどない。したがって、赤色蛍光体１０Ｒのみが発
光しているときには、赤色光Ｒ０、Ｒ１だけが得られ、緑色蛍光体１０Ｇ、青色蛍光体１
０Ｂからの赤色光のハレーション光はほとんど発生しない。
【００１４】
　また、図３に示すように、赤色蛍光体１０Ｒと緑色蛍光体１０Ｇとが同時に発光してい
る場合にも、緑色蛍光体１０Ｇからの発光色は、前述したように赤色蛍光体１０Ｒからの
赤色のハレーション光がないため混色が起こらず、緑色蛍光体１０Ｇからの緑色光Ｇ０、
Ｇ１のみの発光色が見え、色純度が悪化することはない。同様に、図示されてはいないが
、緑色蛍光体１０Ｇからの緑色のハレーション光が表面基板３１から出射することがない
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ため赤色光との混色も起こらず、赤色蛍光体１０Ｒからの赤色光Ｒ０、Ｒ１のみの発光色
が見え、色純度が悪化することもない。
【００１５】
　実際に、画素数６４０×４８０画素、１画素１．０８ｍｍ×１．０８ｍｍの４２インチ
ＡＣ型プラズマディスプレイパネルにおいて、暗色度８％（透明度９２％）または暗色度
３０％（透明度７０％）の表面基板と、暗色度８％（透明度９２％）または暗色度３０％
（透明度７０％）の背面基板とを組み合わせてハレーション光の実験を行った。ここで、
暗色度とは、無色透明ガラス板の一方の面から光を当て他方の面から透過した透過光量を
１００（％）とし、表面基板３１または背面基板３２の一方の面から光を当て他方の面か
ら透過した透過光量から透明度（％）を得て、暗色度（％）＝１００（％）－透明度（％
）としたものである。従来例で示したように、図１１（ａ）の表示画面において図１１（
ｂ）に示すハレーション光の測定を行った。その結果を、図１１（ｂ）のＣ部拡大図とし
て図４に示す。この図４では、距離Ｌの増加に伴って輝度が急激に低下するほどハレーシ
ョン光に対して効果があることを示しており、暗色度８％（透明度９２％）の表面基板と
暗色度８％（透明度９２％）の背面基板との組み合わせ（曲線ａ）ではハレーション光が
著しく強く、また、暗色度３０％（透明度７０％）の表面基板と暗色度８％（透明度９２
％）の背面基板との組み合わせ（曲線ｂ）ではハレーション光が軽減しているが、まだ強
いことが分かる。しかし、暗色度３０％（透明度７０％）の表面基板と暗色度３０％（透
明度７０％）の背面基板との組み合わせ（曲線ｃ）では、ハレーション光が激減している
ことが分かる。この結果は、また、表面基板３１の暗色度のみを大きくするよりも、表面
基板３１と背面基板３２の両方の暗色度を大きくする方がハレーション光を激減させるの
に効果的であることを示している。
【００１６】
　次に、表面基板と背面基板の暗色度（透明度）とハレーション光との関係を調べた結果
を図５に示す。図５中縦軸のハレーション比率とは、図１１（ｂ）に示す測定値のうち着
目する距離Ｑにおける輝度の％について、暗色度８％（透明度９２％）の表面基板と暗色
度８％（透明度９２％）の背面基板とを組み合わせたパネルでの値を１としたものである
。この結果から、表面基板３１および背面基板３２の暗色度がそれぞれ２０％（透明度８
０％）を越えるとハレーション比率が約０．２以下になり、視認上ハレーション光がほと
んど見えなくなった。したがって、表面基板３１および背面基板３２の暗色度をそれぞれ
２０％以上にすることにより、ハレーション光を視認上問題にならない程度にできる。た
だし、表面基板３１および背面基板３２の暗色度をあまり高くするとパネルの表示輝度が
低下するので、パネルの表示輝度の性能を考慮して暗色度の最適値を決めなければならな
い。パネルの表示輝度の性能を考慮すると、表面基板３１および背面基板３２の暗色度は
それぞれ６０％以下が好ましい。
　なお、上記説明では、表面基板３１の暗色度と背面基板３２の暗色度とを同一にしたが
、これに限定するものではなく暗色度が互いに異なってもよい。ただし、表面基板３１の
暗色度と背面基板３２の暗色度を同一にすればガラス基板の量産上有利となる。
【００１７】
　以上、本実施形態では、本発明のガス放電型表示パネルの一具体例としてＡＣ型プラズ
マディスプレイパネル３０について説明したが、他のＡＣ型プラズマディスプレイパネル
やＤＣ型プラズマディスプレイパネルにおいても同様の効果を得ることができ、本発明の
範囲に含まれる。
【００１８】
【発明の効果】
　以上の説明から明らかなように、本発明のガス放電型表示パネルによれば、表面基板お
よび背面基板 することに
より ハレーション光を大幅に軽減できると共に
発光の混色を無くすることが コントラストの高い、色純度の良いガス放電型表示パ
ネルとすることができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のガス放電型表示パネルの一実施形態であるＡＣ型プラズマディスプレ
イパネルの斜視図。
【図２】　図１のプラズマディスプレイパネルにおいて、赤色蛍光体のみが発光している
ときの状態を示す部分断面図。
【図３】　図１のプラズマディスプレイパネルにおいて、赤色蛍光体と緑色蛍光体が同時
発光しているときの状態を示す部分断面図。
【図４】　ハレーションの測定結果を示す図。
【図５】　表面基板および背面基板の暗色度とハレーション比率の関係を示す図。
【図６】　従来のガス放電型表示パネルの一例を示す斜視図。
【図７】　従来のガス放電型表示パネルの一具体例としてのＡＣ型プラズマディスプレイ
パネルの部分斜視図。
【図８】　表示発光機構を説明するための図７のＡ－Ａ線断面図。
【図９】　赤色蛍光体のみが発光しているときの状態を示す図７のＡ－Ａ線断面図。
【図１０】　赤色蛍光体と緑色蛍光体が発光しているときの状態を示す図７のＡ－Ａ線断
面図。
【図１１】　ハレーションの測定方法および測定結果を示す図。
【符号の説明】
３・・・放電空間、４・・・誘電体層、５・・・保護膜層、６・・・走査電極、７・・・
維持電極、８・・・データ電極、９・・・隔壁、１０・・・蛍光体、３０・・・ＡＣ型プ
ラズマディスプレイパネル、３１・・・表面基板、３２・・・背面基板。
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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